
２

前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
が
、
電
子
計
算
機
に

備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
又
は
磁
気
デ
ィ
ス
ク
に
記

録
さ
れ
、
必
要
に
応
じ
指
定
紛
争
処
理
機
関
に
お

い
て
電
子
計
算
機
そ
の
他
の
機
器
を
用
い
て
明
確

に
紙
面
に
表
示
さ
れ
る
と
き
は
、
当
該
記
録
を

も
っ
て
法
第
二
十
三
条
の
十
八
の
帳
簿
（
次
項
に

お
い
て
単
に
「
帳
簿
」
と
い
う
。）へ
の
記
載
に
代

え
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
が
、
電
子
計
算
機
に

備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
又
は
磁
気
デ
ィ
ス
ク
に
記

録
さ
れ
、
必
要
に
応
じ
指
定
紛
争
処
理
機
関
に
お

い
て
電
子
計
算
機
そ
の
他
の
機
器
を
用
い
て
明
確

に
紙
面
に
表
示
さ
れ
る
と
き
は
、
当
該
記
録
を

も
っ
て
法
第
二
十
三
条
の
十
六
の
帳
簿
（
次
項
に

お
い
て
単
に
「
帳
簿
」
と
い
う
。）へ
の
記
載
に
代

え
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

（
略
）

３

（
略
）

（
立
入
検
査
）

（
立
入
検
査
）

第
二
十
五
条

法
第
二
十
三
条
の
十
九
第
二
項
に
お

い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
三
条
の
二
第
二
項
の
証

明
書
は
、
第
一
号
様
式
に
よ
る
。

第
二
十
五
条

法
第
二
十
三
条
の
十
七
第
二
項
に
お

い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
三
条
の
二
第
二
項
の
証

明
書
は
、
第
一
号
様
式
に
よ
る
。

省

令

総
務
省
関
係
構
造
改
革
特
別
区
域
法
第
三
十
四
条
に
規
定
す
る
政
令
等
規
制
事
業
に
係
る
省
令
の
特
例
に
関
す

る
措
置
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

総
務
省
関
係
構
造
改
革
特
別
区
域
法
第
三
十
四
条
に
規
定
す
る
政
令
等
規
制
事
業
に
係
る
省
令
の
特
例
に
関
す
る
措

置
を
定
め
る
省
令
（
平
成
十
九
年
総
務
省
令
第
百
五
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定

の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

総
務
省
関
係
構
造
改
革
特
別
区
域
法
第
三
十

五
条
に
規
定
す
る
政
令
等
規
制
事
業
に
係
る

省
令
の
特
例
に
関
す
る
措
置
を
定
め
る
省
令

総
務
省
関
係
構
造
改
革
特
別
区
域
法
第
三
十

四
条
に
規
定
す
る
政
令
等
規
制
事
業
に
係
る

省
令
の
特
例
に
関
す
る
措
置
を
定
め
る
省
令

﹇
１
〜
３

略
﹈

﹇
１
〜
３

同
上
﹈

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
令
和
四
年
八
月
三
十
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

規

則

令和年月日 金曜日 第号官 報

第
一
号
様
式
表
中
「第

23条
の
17第
２
項

」
を
「第

23条
の
19第
２
項

」
に
改
め
、
同
様
式
裏
中
「第
23条
の
17

国
土
交
通
大
臣

」
を
「第

23条
の
19
国
土
交
通
大
臣

」
に
、「該

当
す
る
と
き
は

」
を「該

当
す
る
場
合
に
は

」に
、「第

23条
の
17第
１
項

」
を
「第

23条
の
19第
１
項

」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
命
令
は
、
自
動
車
損
害
賠
償
保
障
法
及
び
特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
一
条
第

二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
令
和
四
年
九
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

〇
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
十
五
号

警
察
法
施
行
令（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
百
五
十
一
号
）

第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
規
則
を
制
定

す
る
。

令
和
四
年
八
月
二
十
六
日

国
家
公
安
委
員
会
委
員
長

谷

公
一

警
護
要
則

目
次第

一
章

総
則
（
第
一
条
・
第
二
条
）

第
二
章

警
護
の
基
本
（
第
三
条
・
第
四
条
）

第
三
章

警
護
員
（
第
五
条
・
第
六
条
）

第
四
章

情
報
の
収
集
等
（
第
七
条
・
第
八
条
）

第
五
章

警
護
計
画
（
第
九
条

第
十
二
条
）

第
六
章

警
護
の
実
施
（
第
十
三
条

第
十
七
条
）

第
七
章

警
護
の
実
施
に
関
す
る
報
告
等（
第
十
八
条
）

第
八
章

教
養
訓
練
（
第
十
九
条
）

第
九
章

装
備
資
機
材
（
第
二
十
条
）

第
十
章

雑
則
（
第
二
十
一
条
）

附
則

第
一
章

総
則

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
規
則
は
、
警
護
に
関
し
必
要
な
基
本
的
事

項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
警
護
の
適
切
か
つ
確
実
な

実
施
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
規
則
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用

語
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。

一

警
護
対
象
者

内
閣
総
理
大
臣
、
国
賓
そ
の
他
そ

の
生
命
及
び
身
体
に
危
害
が
及
ぶ
こ
と
が
国
の
公
安

に
係
る
こ
と
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
者
と
し
て
警
察

庁
長
官
（
以
下
「
長
官
」
と
い
う
。）が
定
め
る
者
を

い
う
。

二

警
護
計
画

警
護
を
適
切
か
つ
確
実
に
実
施
す
る

た
め
の
計
画
を
い
う
。

三

警
護
員

警
護
計
画
に
基
づ
き
警
護
に
従
事
す
る

警
察
官
を
い
う
。

四

現
場
指
揮
官

警
護
の
現
場
に
お
い
て
警
護
員
に

対
す
る
指
揮
を
行
う
警
察
官
を
い
う
。

第
二
章

警
護
の
基
本

（
警
護
の
基
本
）

第
三
条

警
護
は
、
警
護
対
象
者
の
身
辺
の
安
全
を
確
保

す
る
こ
と
を
本
旨
と
す
る
。

２

警
護
は
、
警
護
計
画
を
作
成
す
る
段
階
か
ら
警
護
に

お
け
る
危
険
度
を
評
価
し
、
そ
れ
に
十
分
対
応
で
き
る

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

警
護
は
、
組
織
的
か
つ
計
画
的
に
行
う
と
と
も
に
、

警
護
の
現
場
の
状
況
に
即
し
て
柔
軟
に
対
応
で
き
る
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

警
護
は
、
一
元
的
な
指
揮
の
下
、
第
一
号
及
び
第
二

号
に
掲
げ
る
警
護
員
の
ほ
か
、
必
要
に
応
じ
て
第
三
号

に
掲
げ
る
警
護
員
を
配
置
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の

警
護
員
の
間
で
の
適
切
な
任
務
の
分
担
の
下
、
重
層
的

に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

警
護
対
象
者
の
直
近
又
は
付
近
に
お
い
て
、
警
護

対
象
者
の
周
囲
の
警
戒
、
不
審
者
の
接
近
阻
止
、
警

護
対
象
者
に
対
す
る
危
害
の
排
除
、
警
護
対
象
者
の

防
護
及
び
警
護
対
象
者
に
対
す
る
更
な
る
危
害
の
防

止
に
当
た
る
警
護
員

二

警
護
対
象
者
の
周
辺
に
お
い
て
、
不
審
者
及
び
危

険
物
の
発
見
並
び
に
不
審
者
の
接
近
阻
止
、
警
護
対

象
者
に
対
す
る
危
害
の
排
除
及
び
危
険
物
の
除
去
に

当
た
る
警
護
員

三

交
通
整
理
、
雑
踏
整
理
そ
の
他
の
警
護
に
お
い
て

必
要
な
措
置
を
執
る
警
護
員

（
警
護
対
象
者
及
び
そ
の
関
係
者
と
の
連
携
）

第
四
条

警
護
計
画
の
作
成
及
び
警
護
の
実
施
に
当
た
っ

て
は
、
警
護
対
象
者
及
び
そ
の
関
係
者
と
緊
密
な
連
絡

を
保
ち
、警
護
に
関
し
必
要
な
事
項
を
適
切
に
説
明
し
、

そ
の
理
解
と
協
力
を
得
て
、
こ
れ
を
行
う
よ
う
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
章

警
護
員

（
警
護
員
の
心
構
え
）

第
五
条

警
護
員
は
、
現
場
指
揮
官
の
指
揮
の
下
に
、
相

互
に
緊
密
に
連
携
し
て
任
務
に
当
た
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

２

警
護
員
は
、
犯
罪
、
事
故
そ
の
他
の
事
態
に
よ
り
警

護
対
象
者
に
対
し
危
害
が
切
迫
し
た
場
合
に
お
い
て

も
、
冷
静
か
つ
沈
着
に
必
要
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
、

平
素
か
ら
訓
練
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

警
護
員
は
、
警
護
対
象
者
の
生
命
及
び
身
体
の
安
全

の
確
保
と
い
う
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
を
自

覚
し
て
任
務
に
当
た
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

警
護
員
は
、
警
護
対
象
者
及
び
そ
の
関
係
者
と
の
意

思
の
疎
通
を
図
り
、
そ
の
信
頼
を
得
る
よ
う
に
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

〇
総
務
省
令
第
五
十
七
号

構
造
改
革
特
別
区
域
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
五
十
八
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
構
造
改

革
特
別
区
域
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
八
十
九
号
）
第
三
十
四
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
総
務
省
関
係
構
造
改
革
特
別

区
域
法
第
三
十
四
条
に
規
定
す
る
政
令
等
規
制
事
業
に
係
る
省
令
の
特
例
に
関
す
る
措
置
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改

正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
四
年
八
月
二
十
六
日

総
務
大
臣

寺
田

稔


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